






今回、本邦では初めての Sudden infant death Syndrome(以下 SIDS と略す。)についての

大がかりな調査、研究が行なわれた。その周産期班の一員として私達も参加した訳である

が、私達産婦人科医は、SIDS 罹患児を治療することはもちろん、'観察することも、殆ん

ど皆無であった。よって 3年計画の 1年目に当る昭和 56 年度は、まず SIDS の概念、現在

までの知見等を文献的に考察するところがら始めた。これは同班の共同研究者である北里

大学小児科の仁志田先生の検索された文献を中心に、また独自に検索した文献にて行った

。 

その中には、幾つかの興味ある文献がみられたが、 

1.欧米では、SIDS は乳幼児死因の上位を占める重要な疾患単位として広く受け入れられて

いるが、本邦では、その認識等にかなりの立ち遅れがみられる。 

2.欧米では、古くより種々の調査、研究が行なわれているが、その原因はいまだ確定され

ていない。よってその治療法も確率していない。 

3.しかしながら、無呼吸発作等のエピソードを持つものや、同胞に SIDS児を持つものに対

する家庭でのモリタリングにより救命し得た報告もみられる。 

4.病因としては、Tonkin の仮説は高い評価を受けているが、その発生条件として、感染、

貧血、未熟性等をあげており、また舌の発達形態より人工栄養児の易発症を説いている。 

5.Lewak や Naeye が、SIDS の risk factorを示し、また Carpenter は、Scoring system と

してまとめ、SIDS の発症予測を何とか可能にしようと努力している論文が散見されるが、

その risk factor には、多分にその母体因子や児の周産期因子が含まれている。 

6.最近では、病理学的調査により種々の慢性低酸素症の所見が発見され注目されているが

、慢性の低酸素症は出生以前(すなわち母体内)より連続しておこるものも、かなりあると

推測される。 


